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た
な
い
情
緒
や
感
情
と
い
っ
た
内
面
性
に
関
係
し
て
い
る

。

獅
子
医

(獅

子
宮
)
は
蟹
座
の
こ
の
内
向
的
主
観
性
と
は
ま
っ
た
く
逆
に
、
全
力
で
自

己
主
張
し
、
み
ず
か
ら
を
積
極
的
に
表
現
す
る

。

そ
し
て

、

そ
こ
で
抑
圧

さ
れ
た
繊
細
な

批
判
精
神
を
体
現
す
る

星
座
と
し
て
、
乙
女

座
(
処
女

宮
)
が
続
く
の
で
あ
る
。

乙
女
座
と
と
も
に
ひ
と
つ
の
発
展
段
階
が
終
わ
り
、
自
由
な
遊
び
ゃ
社

交
、
優
雅
さ
を
備
え
た
調
和
を
象
徴
す
る
天
秤
座

(
天秤
宮
)
が
愛
場
す

る
。

だ
が
、
こ
の
調
和
は
長
続
き
し
な
い
。

見
せ
か
け
の
平
衡
は
破
壊
さ

れ
、
死
の
不
安
や
危
機
、
航
ぃ
気
味
な
も
の
を
内
に
苧
ん
で
彼
岸
を
見
据
え

た
搬
座

(天
賜
宮
)
が
次
に
続
く
か
ら
だ
。

内
在
的
な
確
実
性
は
そ
こ
で

破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
何
ら
か
の
超
越
性
を
め
ぐ
る
宗
教
や
哲
学
が

必
要
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

射
手
座

(人
馬
宮
)
と
は
、
彼
方
へ
と
放

た
れ
る
矢
が
表
わ
し
て
い
る
よ
う
に
、
超
越
的
な
意
味
を
目
が
け
た
そ
う

し
た
冒
険
の
担
い
手
な
の
で
あ
る

。
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物
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エ
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憲
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円

迎
想
へ
向
か
う

矢
の
運
動
と
は
対
極
的
に
、
山

羊
座
(
磨
潟
{
呂
)
は制

度
や
法
の
か
た
ち
を
と
っ
た
支
配
権
力
に
深
く
関
わ
る

。

他
方
、
こ
の
権

力
に
対
抗
す
る
自
由
や
人
間
同
士
の
共
和
国
的
な
精
神
的
結
合
を
志
向
す

る
の
が
水
瓶
座

(
宝瓶
宮
)
で
あ
る
。
こ
の
星
座
は
山
羊
座
の
段
階
で
制

度
化
さ
れ
硬
直
し
て
し
ま
っ
た
世
界
を
、
知
性
と
精
神
性
に
よ
っ
て
新
た

に
築
き
直
そ
う
と
す
る

。

こ
の
よ
う
に
し
て
最
後
の
魚
座

(双
魚
宮
)
に
い
た
る
。

そ
こ
で
は
も

は
や
確
固
と
し
た
制
度
も
安
定
し
た
自
我
も
解
体
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
3

残
さ
れ
た
の
は

、
大
海
の
よ
う
に
と

ら
え
と

こ
ろ
の
な
い
世
界
の
な

か
で
、
純
粋
な
共
感
や
共
苦
を
経
験
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
る
|
|
魚
の
よ

う
に
。

自
我
と
世
界
の
あ
い
だ
の
境
界
が
消
失
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ

の
状
態
の
次
に
は
、
自
力
で
自
我
を
雑
立
す
る
牡
羊
座
の
運
動
が
連
鎖

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
十
二
星
座
の
円
環
は
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

。

イ
エ
l

ガ
ー
は

、

自
分
の
星
座
が
表
わ
す
性
格
を
進
ん
で
体
現
し
よ
う

自
ら
の
物
語
を
「
虹
や
月
あ
か
り
か
ら
も

ち
っ
て
き
た
」
と
書い
た
賢
治
は
、宇
宙
的

メ
デ
ィ
ェ
l

タ
!

な
ア
ン
テ
ナ
を
持
っ
た
〈
媒
介
者
〉
で
あ
り
、

そ
の
象
徴
が
詩
「
屈
折
率
」
に
現
れ
る
〈
郵
便

脚
夫
〉の
姿
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
賢
治
童
話

の
持
つ
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
を
「
手
紙
を
出
す
」

行
為
に
な
ぞ
ら
え
、
〈
郵
便
脚
夫

〉
砕拠
り
所

に
賀
山
田
の
代
表
作
を
読
み
直
す
。

.好評既引IJ .

太宰治生誕川口年

太宰治の手紙
東郷克美〈著〉

・四六判仮フランス装・3 1 6頁
定価2415円
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図 1 雌iライオン「イ空リアJ を抱くムッソリ ニ目 1924 年

出典=Jost Philipp Klenner: Mussolini und der Löwe , S. 90 

図 2 アルブレヒト・テューラー 〈ソ Jレ・ユスティア工(正義

の太陽としてのキリスト) )，銅版画， 1498-99 年

と
し
た
り
、
無
意
識
の
う
ち
に
演
じ
て
し
ま
っ
て
い
る

作
家
や
詩
人
た
ち

の
例
を
挙
げ
て
い
る
。

例
え
ば

一
八
八
三
年
七
月
三
日

(蟹
座
)
生
ま
れ

の
フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
だ
。

「
蟹
座
」
は
ド
イ
ツ
語
で
「
穴5
5

」。

こ
れ

は
蟹
ば
か
り
で
は
な
く
、
海
老
や
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
の
甲
殻
類
も
意
味
す

る
。

音
楽
で
穴
5
5

と

言
え
ば
音
符
を
最
後
か
ら
最
初
に
向
け
て
弾
く

「
逆
行
」
を
指
し
、
こ
れ
は
蟹
よ
り
も
む
し
ろ
淘
老
の
動
き
だ

。

蟹
座
の

人
聞
は
逆
行
す
る
|
|
双
子
座
的
な
合
理
性
以
前
の
夢
、
神
話
、
象
徴
、

過
去
、
記
憶
の
世
界
へ
。
『変
'
身』
で
毒
虫
に
な

っ

た
グ
レ
ゴ
l

ル
ザ

ム
ザ
は
後
ず
さ
り
す
る
こ
と
を

学
ぶ
。
「
カ
フ
カ
の
主
人
公
た
ち
の
祁
も

前
進
し
て
目
標
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
な
い

。

彼
ら
の
運
命
は
後
ず
さ
り

の
道
で
決
ま
る
。

」
(」
お
q
-
ω
N
S。

カ
フ
カ
の
掌
編
「
小
さ
な
寓
話
」
で

は
、
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
て
き
た
鼠
を
待
ち
構
え
て
い
た
猫
が
、
こ
う

一言

っ
て
か
ら

、

そ
の
鼠
を
食
べ
て
し
ま
う
|
|
「
走
る
方

向
を
変
え
さ
え
す

れ
ば
い
い
ん
だ
よ
」
。

こ
れ
が
カ
フ
カ
に
と

っ

て
の
「
後
ず
さ
り
の
道
」

な
の
だ
。

あ
る
い
は

一
八
七
五
年

二
一
月
四
日

(射
手
座
)
生
ま
れ
の
詩
人
ラ
イ
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マ
リ
ア
・
リ
ル
ヶ

。

射
手
座
に
対
応
す
る
宮
が
「
人
馬
宮
」
で
あ

る
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、
矢
を
射
る
の
は
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
で
あ
る

。

リ

ル

ケ
は
モ
l

リ
ス
・
ド
・
ゲ
ラ
ン
の
物

諮問
『ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス

』
を
ド
イ
ツ
語

に
翻
訳
し
て
い
る
ほ
か

、

ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
を
歌
っ
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
詩
を

残
し
て
い
る
。

イ
ェ

l

ガ
1

は

『オ
ル
フ
エ
ウ
ス
へ
の
ソ
、
不
ァ
卜

』
所
収

の
「
『騎
手
』
と
い
う
名
の
星
座
」
を
め
ぐ
る
詩
で
歌
わ
れ
る
「
そ
し
て

ふ
た
つ
は
ひ
と
つ
に
な
る
」
と
い
う

一
節
に
、
人
馬
一
体
と
な
っ
た
ケ
ン

タ
ウ
ロ
ス
の
イ
メ

ー

ジ
を
読
み
取
っ
て

い
る
。

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
も
、

獅
子
座
生
ま
れ
の
あ
る

人
物
に
つ
い
て

、
同
じ

よ
う
な
事
例
を
示
す
こ
と
に
し
よ
う

。

そ
の
人
物
と
は
ベ
ニ

!
卜
・
ム

ッ

ソ
リ

1

ニ
で
あ
る
。

彼
は
自
分
の
誕
生
し
た
日
時

(
一八
八
三
年
七
月
二

九
日

日
曜
日
午
後

二
同

)
に
触
れ
、
「
太
陽
が
獅
子
符
に
入
っ

て
八
日
同
」

と
品
川
口
く
な
ど、獅
子
座
の
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
い
た

。

さ
ら
に
、
「
イ
タ
リ

ア
」
と
名
づ
け
た
雌
ラ
イ
オ
ン
と

一
緒
に
い
る
自
分

ナ• [近刊

エンプレム原典叢書 2

愛のエンプレム集
O ウェニウス/伊藤

オウィデイウスを初めとする古典

文学を典拠に、ペトラルカから発

する紛:t!;1に満ちた恋愛詩の系譜か
ら、好んで植われるようになった

愛の才知と技法というエンプレム
のテーマと イメージを解明する。

定価 3780 円

オペラのイ コ ノロジ - 5

フィガロの結婚
モーツアルトの演劇的世界

;htb回 l舵:

傑作オペラ 〈フィガロの結婚〉 に

「内」と 「外」 から迫り 、 台本作
家ダ ・ ポンテと作曲家モーツ ア ル

ト がボーマルシェの喜劇をオペラ

化した淡劇的世界を検証する。

定価 3780 円

の
姿
を
た
び
た
び
写
真
に
慣
ら
せ
て
お
り
、
自
動
車
の
座
席
で
ラ
イ
オ
ン

の
仔
を
抱
え
た
り
(
図
l

)、
ラ
イ
オ
ン

と
と
も
に
般
の
中
に
い
た
り

す

る
ム
ッ
ソ

リ

l

ニ
の
姿
が
イ
タ
リ
ア
内
外

の
雑
誌
や
新
聞
を
飾

っ
て
い

た
。

い
か
に
も
獅
子
座
ら
し
い

、

強
い
自
己
顕
示
と

言
う
べ
き
だ
ろ
う

か
。

ム
ッ
ソ
リ

l

ニ
の
こ
う
し
た
報
道
写
真
に
敏
感
に
反

応
し
た
の
が
ア

ピ

・

ヴ
ァ
l

ル
ブ
ル
ク
で
あ
る
。

ル
ー
ト

ヴ
イ
ツ
ヒ

・
ピ
ン
ス
ヴ

ア
ン
ガ

l

の
精
神
療
養
所
で

統
合
失
調
症
の
治
療
を
受
け
て
い
た
一

九
二
凹
年

に
、
ヴ
7
l

ル
ブ
ル
ク
は
幼
い
ラ
イ
オ
ン
と
自
動
車
に
乗
る
ム

y

ソ
リ

l

ニ
の
写
真
を
ド
イ

ツ

の
新
聞
に
見

つ
け
、
車
に
乗
っ
て
天
に
昇
る
太
陽

神

ソ
ル
と
い
う

、

古
代
ギ
リ
シ
ア

・
ロ
l

マ
に
お
け
る
支
配
者
イ
メ
ー

ジ
の

残
存
を
そ
こ
に
認
め
て
い
る
。

支
配
者
の
宮
で
あ
る
獅
子
宮
に
位
出
す
る

支
配
者
の
星
と
し
て
の
太
陽
と
は
、
古

代
ロ
!

マ
で
帝
国
の
守
秘
神
と
し

て
崇
拝
さ
れ
た
「
征
服
さ

れ
ざ
る
太
陽

(ω
o一
5
〈円
吉
田
)」
で
あ
り

、

今

劇場のイデア
G カミァロ/足達

古代の記'隠術を革新し、 二一世紀
のヴアーチャルなアーカ イ ヴへと

連続する、ルネサンスの記憶術た

るく記憶の劇場〉を十時想した古典

的名著一一膨大な訳註と解題論文
でそのな義と具体的構造にせまる。

定価 6300 円

ローマ百景 1 . II 
建築と美術と文学と
M ・ プラーツ/伊藤他
定価各 5040 円

[著作集全 7 巻完結l

アビ・ヴアールブ、ルク著作集
金 7 巻 別巻 2

伊藤博明+加藤哲弘 監訳
別巻 1 rムネモシュネ アトラスj
別巻 2 rイメージの政治学j

ありな書房
干 11 3 東京都文京区本郷 1-5- 1 5
TEL 03 (3815) 4604 
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図 3 ユピテルとサト ウ ルヌス， ヨ ーハン ・リ ヒ

テンヘFルガー 『予言の1!JJ ( 1527 年版) より

日

で
は
ム
y

ソ

リ

|

ニ
が
そ
う
し
た
「
宇

宙
的
な
意
味

と
使
命
の
伝
達

者
」
に
な
っ

て
い
る
の
た

、

と
ヴ

ァ

l

ル
ブ
ル
ク
は

言
、
っ
。

こ
れ
は
彼
に

と

っ

て
、
思
わ
ず

「古
代
の
残
存
!
」
と
感

眼
科
付
き
で
記
さ
ず
に
は
い

ら
れ
な
い
よ
う
な
重
要
な
発
見
だ

っ
た
。

ム
ツ
ソ

リ

l

ニ
は
ヴ
ァ
l

ル
ブ

ル
ク
が
探
究
し
続
け
た
「
古
代
の
残
存
」
を
、
こ
の
と
き
ま
さ
に
体
現
し

て
い
た
の
で
あ
る

(以
上
の
点
に
つ
い
て
詳
し
く
は
次
を
参
照

。

』o
m
門

司
訂
正
否
穴
一
巾
コ
ロ
巾
円
ミ

5
8

丘
、
之
さ
N
h
H
h
同
町
、
ト
ロ
号
、
立
モ
モ
ミ
守
史
認
き
九
九
尽

み
司
凡
町
長
同
門
き
も
ロ
と
な
伺
与
さ
ミ

S
D
h
ミ

E
R
H
D
N
同
N
R
K
芝
、
\
ミ
ミ
ミ
ミh
問
中

ミ
NH
h
k
RH
N
O
C日1・u
u
∞ω
甲
山
凶)。

ヴ
ァ

l

ル
フ
ル
ク
が
晩
年
に
作
成
し
て
い
た
図
像
パ
ネ
ル
の
な
か
に

は
、
ム
ツ
ソ

リ

l

ニ
と
ラ
イ
オ
ン
の
写
真
を
デ
ユ
l

ラ
l

の
作
品

《
ソ

ル
・
ユ
ス
テ
イ
ア
エ

(正
義
の
太
陽
と
し
て
の
キ
リ

ス
ト

)
》
(図
2

)
と

並
べ
て
比
較
し
て
い
る
も
の
が
あ
る。
そ
こ
に
は
ラ
イ
オ
ン
も
登
場
し
て

い
る
。

こ
の
「
ソ
ル

・

ユ
ス
テ
ィ
ア
エ
」
の
図
像
で
は

、

異
教
的
太
陽
神

と
キ
リ
ス

ト

の
イ
メ
ー

ジ
が
融
合
し
て
い
る
。

ラ
イ
オ
ン
を
従
え
た
写
真

を
は
じ
め
と
し
て

、

ム
y
ソ
リ

1

ニ
の
政
治
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
は

、

古
代

ギ
リ
シ
ア
・
ロ

l

マ
に
由
来
し

、

キ
リ

ス
ト
教
の
イ
メ

ー

ジ
体
系
で
も
活

用
さ
れ
て
き
た
象
徴
の
活
力
が
、
こ
の
よ
う
に
動
員
さ
れ
て
い
た
の
だっ

た
。

こ
の
場
合
の
太
陽
の
よ
う
に
、

占
星
術
信
仰
で
き
わ
め
て
重
要
だ
っ
た

の
は
、
黄
道
十

二
宮
の
そ
れ
ぞ
れ
が
も
っ
守
護
星
と
し
て
の
惑
星

(太
陽

と
月
を
含
む

)
だ
っ
た
。

天
王
星
や
淘

一士
足

、

冥
王
星
が
発
見
さ
れ
る
以

前
の
ヨ
|
口
y

パ
中
山

で
は

一
般
に

、

白
羊
宮
と
天
搬
宮
の
'
可
能回
生は
火

星

(対
応
す
る
神
は
マ
ル
ス

)、

金
牛
宮
と
天

秤
宮
は

金
星

(ウ
エ
ヌ

ス
)、
双
児
宮
と
処
女
宮
は
水
星

(メ
ル
ク
リ

ウ
ス

)、

巨
蟹
宮
は
月

(ア

ル
テ
ミ
ス

)、
獅
子
宮
は
太
陽

(ア
ポ
ロ
ン

)、

謄
刻
宮
と
宝
瓶
詰
は
土
星

(サ
ト
ゥ
ル
ヌ
ス

)、

人
馬
宮
と
双
魚
宮
は
木
星

(ユ
ピ
テ
ル
)
だ
っ
た

。

中
山
に
数
多
く

揃
か
れ
た
占

星
術
の
図
像
と
し
て
、
守
護
星
の
下
に
生

ま
れ
た
人
々
の
性
格
や
職
業
を
表
わ
し
た
「
星
の
子
供
た
ち

」
が
あ
る
。

「
火
星
の
子
供
た
ち
」
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
守
護
神
で
あ

る
軍
神
マ
ル
ス

が
上
部
に
大
き
く
柿
か
れ
、
こ
の
星
に
属
す
る
星
座
で
あ
る
天
秤
座
と
乙

女
座
の
イ

メ
ー

ジ
が
両
脇
に
置
か
れ
て

、

そ
の
下
の
地
上
で
は
、
火
星
の

子
供
た
ち
が
人
殺
し
ゃ
獣
の
屠
殺
、
戦
争
、
略
奪

、

放
火
な
と
の
破
壊
的

な
行
為
を
繰
り
広
げ
て
い
る

、

と
い

っ

た
具
合
で
あ
る
。
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星
々
の
な
か
で
も
と
く
に
畏
怖
さ
れ
た
の
が
土
星
だ
っ
た

。

サ
ト
ウ
ル

ヌ
ス
(
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ク
ロ
ノ
ス
)
は
、
自
分
の
子
供
た
ち
を
食
ら
う

姿
で
表
現
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。

ク
ロ
ノ
ス
は
父
で
あ
る
ウ
ラ
ノ
ス

を
去
勢
し
て
追
放
し
た
が

、

自
分
自
身
も
こ
の
父
問
機
、
わ
が
子
に
権
力

を
奈
川
わ
れ
る
と
予言
さ
れ
た
た
め
、
生
ま
れ
た
子
供
た
ち
を
次
々
に
呑
み

込
ん
で
し
ま
っ
た

。

そ
れ
を
逃
れ
た
米
子
ゼ
ウ
ス

(ロ
l

マ
神
話
の
ユ
ピ

テ
ル
)
に
よ
っ
て
ク
ロ
ノ
ス
は
倒
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

。

サ
ト

ウ
ル
ヌ
ス
(
ク
ロ
ノ
ス

)
は
こ
の
よ
う
に
か
つ
て
の
宇
宙
の
支
配

者
で
あ
り

、

そ
の
不
吉
な

力
は
非

常
に
恐
れ
ら
れ
て
い
た

。

一
五
世
紀
の

占
星
術
師
ヨ
l

ハ
ン

・
リ
ヒ

テ
ン
ベ
ル
カ
ー
に
よ
る
予

言
動
聞に
は

、

天
搬

宮
に
お
け
る
木
星
と
土
星
の
会
合
(
二
つ
以
上
の
惑
星
が
、
地
球
か
ら
の

見
か
け
上

、

精
一
道
十二
宮
の
ひ
と
つ
の
な
か
で

出
合
う
か
の
よ
う
に
見
え

る
現
象
)
を
め
ぐ
る
予
言
が
収
め
ら
れ
、
挿

絵
の
木
版
画
で
は
片
足
が
俸

の
義
足
で
松
葉
杖
を
つ
き
鎌
を
手
に
し
た
老
人
と
し
て
土
星

(サ
ト
ゥ
ル

鵠( 苦言己戦
立ナ γ憶争
土のの

会戦記
争争憶

現
代
韓
国
社
会
が
失
っ
た
ベ
ト

ナ
ム
戦
争
参
戦
の
記
憶
。
そ
れ

は
特
需
に
よ
る
経
済
発
展
を
も

た
ら
し

た
。

一
九
九
九
年
韓
国

に
、
韓
国
軍
に
よ
る
民
間
人
虐

殺
と
い
う
衝
撃
的
事
実
が
明
ら

か
に
な
る
。
真
実
を
記
憶
し

真

の
和
解
を
求
め
る
韓
国
の
市
民

団
体
の
足
跡
を
辿
る
。

⑨
2
8
3
5

円

ヌ
ス
)
が
、
牡
牛
の
角
を
力
づ
く
で
押
さ
え
込
ん
で
い
る
若
い

男
と
し
て

木
星
(
ユ
ピ
テ
ル
)
が
擬
人
化
さ
れ
て
い
る
(
図

3

)。

木
星
と
土
星
の

会
合
は
「
大
会
合
」
と
呼
ば
れ
、
世

界
的
な
変
動
を
生
む
と
さ
れ
て
い

た
。
宗
教
改
革
期
に
は
そ
れ
が
、
マ
ル
テ
イ
ン
・
ル
タ

!

の
出
現
と
結
び

つ
け
ら
れ
、
ル
タ
1

自
身
も
ま
た
、
サ
ト

ウ
ル
ヌ
ス

的
な
怪
物
と
見
な
さ

れ
た
。

さ
ら
に
こ
の
農
民
戦
争
の
時
代
に
、
大
地
と
結
び
つ
き
の
強
い
サ

ト

ウ

ル
ヌ
ス

(土
星
)
は
、
権
力
に
対
し
て
反
抗
す
る
農
民
の
象
徴
と
い
う
意

味
も
帯
び
て
い
た
。

ヴ
ァ
l

ル
ブ
ル
ク
は
「

サ
ト
ウ
ル
ヌ

ス
と
ユ
ピ
テ
ル

が
並
び
あ
っ
て
現
わ
れ
る
様
子
は
農
民
戦
争
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ

ト

の
よ

う
に
見
え
た
」
と
書
い
て
い
る

(
「ル
タ
|

の
時
代
の
言
葉
と
図
像
に
お
け

る
異
教
的

H

古
代
的

予
言
」

、

富
松
保
文
訳
、
あ
り
な
告
房

、

五

一
1

五
二

頁
)
。
「
土
星
の
子
供
た
ら
」
の
図
像
に
は
、
決
民

の
ほ
か
、
処
罰

処
刑

を
受
け
る
罪
人
や
最
下
岡

山
の
被
差
別
民
た
ち
が
し
ば
し
ば
拙
か
れ
て
い

i修イ
オ手メ
去学 lh
委主

西
村
清
和
[
著
]

⑨
5
7
7
5

円

こ
と
ば
と
イ
メ
ー

ジ
の
連
関
の

仕
組
に
つ
い
て
の
多
彩
か
つ
混

乱
し
た
議
論
を
精
査
し
、
「
読
書

と
イ
メ

ー

ジ
」
「
視
覚
的
隠
聡」

『
小
説
の
映
画
化
」
「
〈
物
語
る
絵
〉

の
ナ
ラ
ト

ロ
ジ
|

』
「
小
説
と
挿

絵
』
の
視
点
か
ら
、
こ
と
ば
と

形
象
の
交
叉
が
も
た
ら
す
経
験

と
そ
の
歴
史
的
変
遷
を
問
う
。

三元社
東京都文京区本郷 1.28-36 1 F 

電..， 03.3814-1867 FAX03-3814-0979 
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る
。

サ
ト
ウ
ル
ヌ
ス
は
社
会
秩
序
の
底
辺
か
ら
そ
の
転
覆
を
う
か
が
う
、

追
政
さ
れ
た
至
上
神
な
の
で
あ
る
。

ユ
ピ
テ
ル
が
聖
な
る
錠
を
体
現
す
る
存
在
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
サ
ト

ウ

ル
ヌ
ス
は
無
気
味
な
力
で
強
制
す
る
。

ユ
ピ
テ
ル
が
ポ
リ
ス
の
秩
序
を

守
る
神
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
サ
ト
ウ
ル
ヌ
ス
は
か
つ
て
の
権
力
を
奪
還
し

よ
う
と
図
る
敵
対
者
と
し
て
の
「
反
神

(の
認
g
m
o
口

)
」で
あ
る
。

こ
う
し
た
サ
ト

ウ
ル
ヌ
ス
と
ユ
ピ
テ

ル
の
対
立
関
係
に
は
、
し
か
し
、

む
し
ろ
双
分
的
な
至
上
権

(主
権
)
の
相
補
性
を
見
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
、
っ
か。

そ
れ
は
ジ
ヨ
ル
ジ
ユ
・
デ
ユ
メ
ジ
ル
が
イ
ン
ド

H

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

語
族
の
神
話
に
見
出
し
た
、
荒

々
し

い
魔
術
的
緊
縛
神
と
厳
正
な
司
法
の

仰
と
の
対

で
あ
る
。

デ
ユ
メ
ジ
ル
は
ギ

リ

シ
ア

神
話
の
ウ
ラ
ノ
ス

(お
よ

び
そ
の
一
種
の
分
身
で
あ
る
ク
ロ
ノ
ス
)
に
緊
縛
神
の
性
格
を
認
め
て
い

る
。

ま
た
、
ウ
ラ
ノ
ス
に
対
応
す
る
古
代
イ
ン
ド
の
主
権

神
ヴ
ア
ル
ナ

は
、
禿
頭

、
脳
病
、
臼
な
い
し
黒
色
、
黄
色
い
服
、

そ
し
て
、
足
が
不
自

由
で
杖
を
つ
い
た
姿
で
想
像
さ
れ
て
い
た
と
い
う

(デ
ユ
メ
ジ
ル

『ゲ
ル

マ
ン

人
の
神
話
と
神

々

」、
松
村

一
男
訳
、
ら

く
ま
学

芸
文

服
、
四
五
頁
参

照
)
0
サ
ト
ウ
ル
ヌ
ス
の
片
足
を
義
足
と
し
て
描
く
例
は
必
ず
し
も
多
い

わ
け
で
は
な
い
も
の
の
、
こ
の
イ
メ

ー

ジ
が
ほ
か
な
ら
ぬ
ユ
ピ
テ
ル
と
の

対
抗
関
係
の
な
か
で

登
場
し
て
い
る
こ
と
に
、

同
時
代
の
不
穏
な
政
治
情

勢
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た
、
イ
ン
ド

H

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
神
話
の
古
層

に
ま
で
達
す
る
「
古
代
の
残
存

」
が
認
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

。

占
星
術
に
お
け
る
星
辰
の
神
々
は
、
古
代
神
話
に
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教

・

哲
学
思
想
、
さ
ら
に
東
方
の
占
星
術
な
ど
が
混
請
し
た
状
態
に
あ
る

。

だ

が
、
ま
さ
に
そ
の
重
層
性
を
通
じ
て
こ
そ
、
彼
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化

的
記
憶
へ
と
執
拘
に
働
き
か
け
て
き
た
の
だ

。

ム
ツ
ソ
リ

l

ニ
は
こ
う
し

た
古
代
的
象
徴
の
力
を
知
っ
て
い
た
。

サ
ト
ウ
ル
ヌ
ス
と
ユ
ピ
テ
ル
の
対

附
す
る
占

星
術
図
像
が
農
民
戦
争
の
ス
ナ
ッ
プ
シ
ョ
ッ
ト
で
あ

っ
た
と
す

れ
ば
、
仔
ラ
イ
オ
ン
を
抱
く
車
上
の
ム
ツ
ソ
リ
l

ニ
の
ス
ナ

ッ
プ
シ
ヨ
y

ト
は
、

「
ソ
ル
・
ユ
ス
テ
ィ
ア
エ
」
の
翻
案
で
あ
る
と
と
も
に
、
現
代
に

魁
っ
た
「
太
陽
の
子
供
た
ち
」
と
い
う
占
星
術
図
像
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

(た
な
か
じ
ゅ
ん
表
象
文
化
論

)

努珍思議
桑 J百 63衣 1 1--1純
象 灯、 回

ム:;... 毎
ヲミ 日
学 出

版
文
化
賞
旦
Jι 

賞
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